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研究成果の概要（和文）：　本研究では、いじめ予防のためには、狭義の道徳教育だけでは効果は得られず、清
掃指導や給食指導が重要な意味をもっていることを明らかにした。具体的には、掃除や給食の時間を一人一人の
活躍の場であると同時に社会性を育む場であるという両義性の成り立つ場として重視すると同時に、教師がとも
に加わることで教師の存在の力を示すことが鍵になることが明らかになった。研究成果については、各年の免許
更新講習における講義で受講生に示すと同時に、茨城県で出している『茨城教育』で公表した。

研究成果の概要（英文）：  This study clarifies that moral education is not sufficient without the 
guidannce of dayly life in order to prevent bullying at school and that teahcers' guidance of 
cleaning activities and of school lunch is importannt.  Under the guidance of cleaning activities 
and of school lunch, individual children can play an active part vigorously and at the same time 
develop the social nature.  At that time, teachers being has a great effect on the development of 
children's morarity.  I made pubulic the reserch result in classes of licence renewal and in "
Ibaraki-kyoiku", which reports various of practices.
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１． 研究開始当初の背景 
 
今日ヴァルネラビリティの高い子どもを
いじめのターゲットにするような古典的い
じめに対して、グループ内いじめや遊び型い
じめが増えてきている。その原因は土井も指
摘するように（たとえば、土井、2009, キャ
ラ化する／される子どもたち、岩波ブックレ
ット 759）、子どもたちがそもそも異質な他
者とのコミュニケーションを閉ざしてしま
っていて（圏外化）、その結果異質な他者を
いじめるということが少なくなり、その一方
で、同質なもの同士であるがゆえの息苦しさ
を免れるためにいじめを行うことが増えて
いるということである。 
先行研究において、上記のような現代型い
じめの構造やその原因は明らかにされてき
ている。また、いじめが生じたときの解決方
法やいじめられたことを想定した被害者自
身の対応方法も多くの先行研究で提示され
てきている。私自身も、いじめの原因となる
ような子どもたちの集団の在り方を「同調」、
「風景化」というキーワードを用いて明らか
にした。 
 しかし、これまでの先行研究は、教室内の
子どもたち相互のコミュニケーションの機
微を解明しきれてはいない。子どもたちは、
現在の教室内コミュニケーションにけっし
て満足しているわけではない。したがって申
請者は、いじめの原因とされるようなコミュ
ニケーションスタイルを抜け出る可能性は
子どもたちのなかに残されていると考えて
いる。その際、「給食の時間」や「清掃の時
間」に注目したいと考えた。なぜなら、それ
らの時間は、授業時間のように固く構造化さ
れた時間でもなく、また休み時間といった非
構造化された時間でもなく、その結果、構造
によって同質化され、守られたり、また非構
造化のなかで同質なものどうし同調によっ
て乗り切ることもできにくい中途半端な時
空だからである。そうした時空で子どもたち
がどのようなコミュニケーションをとるの
かを観察し、分析することにより、子どもた
ちの生きる世界を明らかにしたい。あるいは
そうした状況における教師の子どもたちへ
の働きかけの分析をとおして、教室空間を作
り出すべく働きかける教師のタクト的な技
術を明らかにし、いじめ予防、あるいはいじ
め自殺予防の教育に関して重要な意味をも
つと思われる開かれたコミュニケーション
の可能性について考える。 
 
２．研究の目的 
 
 いじめの様態も、子どもたちのコミュニケ
ーションスタイルの変化に従い大きく変わ
ってきている。本研究は、いくつかの学級の
給食の時間や清掃の時間の参与観察を行い、
いじめの根底にある子どもたちの教室内で
の存在のあり方や教師の働きかけを現象学

的な手法を用いて解明し、その成果をもとに、
ここ数年において変化してきているいじめ
の予防、さらにはいじめ自殺予防のための授
業プログラム（道徳の時間、キャリア教育・
人権教育等）を開発することを目的とする。
さらには、免許更新講習などをとおしてどの
ような仕方で小中高の教員に伝え、また教職
実践演習における演習をとおしてどのよう
に学生に伝えていくか、研修方法について開
発する。 
 具体的には、 
（１）「給食の時間」や「清掃時間」といっ
た曖昧な時空の現象学的分析を通して子ど
もたち同士のコミュニケーションスタイル
及び教師のそこへの働きかけの仕方を解明
する 
（２）コミュニケーションの育ちから生まれ
るいじめへの対応のプログラムを考える。 
 といった 2点を目的に研究をすすめる。 
 
３．研究の方法 
 
本研究では、目的達成のために、以下の三
点を実施することが必要である。 
（１）給食の時間、清掃の時間の子どもたち
の空間経験及び教師の関わりの分析（実態調
査研究） 
（２）いじめ予防教育、いじめ自殺予防教育
の検討と検証（実践研究） 
（３）現職教育、学生教育に利用できるいじ
め予防教育、いじめ自殺予防教育の検討（教
育プログラムの体系化） 
 具体的には 
１） いくつかの学級を定期的に訪問観
察し、給食の時間及び清掃の時間の観察を
行う。そしてそこで得られた記録に基いて、
また場合によっては教師へのインタビュ
ーに基いて、子どもたちの空間経験や教師
のタクトを明らかにする。分析は研究代表
者が長年方法論として用いてきて現象学
的分析方法に基づき行う。とくにコミュニ
ケーションの窓に焦点を当てて分析をす
すめる。 
２） 給食や清掃にかかわる文献研究を
行い、空間経験及び教師のタクトという視
点からの再構成を行う。さらに１）の研究
と２）の研究を統合し、給食の時間、清掃
の時間を子どもたちのコミュニケーショ
ンスタイルの点から解明する。 
３） いじめ予防プログラム及びいじめ
自殺予防プログラムを作成する。 
いじめや自殺にかかわる文献を読み込む
ことにより、さらにいじめやいじめ自殺に
関する研究を深め、その研究と 25 年度に
実施した給食の時間及び清掃の時間に関
する現象学的研究及び給食や清掃に関す
る文献研究を結びつけて、いじめ予防教育
及びいじめ自殺予防教育の教育プログラ
ムを作成する。 
４） いじめ予防プログラムの学生教育、



現職教員研修用教材化を行う。 
 研究最終年度には、３年間の研究をまとめ
て、教師が実践的に活用できるいじめ予防
プログラムの教材とし、小中学校等の教師
が授業や学級活動・特別活動・道徳の時
間・総合的学習の時間などで実践できるよ
うに、教員免許更新講習において実際の研
修及において実践を行う。 
 
４．研究成果 
 
１）＜学級のなかでいじめが生じる原因の解
明＞いじめが学級の人間関係を反映し
ていることを明らかにし、その予防や解
決のためには、単にいじめに介入するだ
けではなく、学級における人間関係を育
てていく必要があることが明らかにな
った。とくに同調と風景化といったこと
を乗り越えるためには、学級経営という
視点が重要であり、その際には、教師の
存在が子どもたちに大きな影響を与え
ることがわかった。教師が権力的である
教室では、いじめが起きやすく、教師が
共感的であり、かつ、きちんと子どもた
ちに向き合える教師の学級ではいじめ
は生じにくい。 
２）＜給食指導や清掃指導が重要な意味をも
っている点についての研究＞スクール
カウンセラーとして子どもたちとかか
わってみて、また PISA 調査の結果を見
ても、子どもたちの自尊感情が希薄化し
てきていることがわかる。本研究におい
ては、こうした事態への対応を考えるた
めに、まずはどうしてこのような自尊感
情の低下が生じてきているのかを明ら
かにする必要があった。研究の結果、彼
らが自らの存在を①有用性の視点でと
らえていることがあり、また②その有用
性が、成果として見えるものによってと
らえられていることがわかった。 
３）＜給食指導や清掃指導のもつ意味＞文献
研究や教室の観察、及び教師へのインタ
ビューをとおして、掃除をすることには
①他者とのつながりを確認する意味が
あること、②とくに学校教育における清
掃活動には、つながりのある学級をつく
るという学級経営的役割があることが
わかった。また、給食指導も、①食育の
場ということだけではなく、②友達関係
を深める役割があることがわかり、また、
清掃活動や給食をとおして、自分らしさ
を育んでいくことが可能であることが
わかった。 
   より具体的には、給食活動について明
らかになったことは、給食指導はしつけ
（文化の伝達）という側面を持ちつつも、
本来食のもつ社会性、思いやりや分かち
合いという視点から活動を捉えること
が重要であるということである。食育は、
三つのつながり、つまり対象とのつなが

り、他者とのつながり、自己とのつなが
りから捉えることが必要である。 
   また清掃活動について明らかになっ
たことは、清掃活動は小さなことだが大
切な活動であり、清掃活動に対する教師
の向き合い方が、子どもたちに与える影
響は非常に大きいということである。教
師は、真面目に清掃をやる子どもたちを
大切な子どもとして学級に位置づける
こと、掃除を子どもたちが世界を丁寧に
捉える機会としてとらえ、彼らの成長の
時間として位置づけることが非常に重
要な意味を持っている。 
４）＜今後の課題＞今後の研究課題は、一般
論を超えて、それではどのような給食指
導や清掃指導が、より子どもたちの自己
形成を支え、さらには人間関係を深める
ことにより、いじめなどの学級の人間関
係から生じる問題を防ぐことになるの
かを具体的に明らかにすることである。 
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